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森　恵美ほか：系統看護学講座　専門分野　母性看護学[2]　母性看護学各論　【電子版】医学書院
参考文献：小林康江他編：ナーシンググラフィカ　母性看護学②　母性看護の実践　メディカ出版

演習に必要な物品等は適時指示する

1)妊娠期の母性を支える看護の実際(演習を含む）
　妊婦健診における母体測定法
　母親学級における妊婦の出産準備と生活指導
　出産育児の不安についての指導場面

Ⅷ.分娩期・産褥期における看護

1)分娩・産褥期の母性を支える看護の実際
　産褥婦と家族の潜在的問題と援助（ニード・産痛の緩和）
　産褥期の身体的生理的変化（退行性変化・進行性変化）と生活に与える
　影響と援助
　産褥期の心理・社会的変化と生活に与える影響と援助
　退院にむけての支援

Ⅸ.新生児期における看護

1)母性を支える看護の実際
　新生児の出生後計測と経過看護（アプガースコア・計測・黄疸計測等）
　新生児の行動と母子関係評価

Ⅹ.まとめ・評価
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１．正常な経過をたどる母性看護の対象の生理的変化を理解する。
２．正常な経過をたどる母性看護の対象の特徴を理解し、必要な看護を学ぶ。
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Ⅰ.妊娠期における看護
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　妊娠期の身体的・心理・社会的特性
　妊婦と胎児のアセスメント
　妊婦と家族の看護

Ⅱ.分娩期における看護

　分娩の要素
　産婦と胎児、家族のアセスメント

　リプロダクティブヘルスケアの必要性
　遺伝相談
　不妊治療と看護

Ⅶ.妊娠期における看護

Ⅵ.出生前からのリプロダクティブヘルスケア

Ⅲ.産褥期における看護

　身体機能の回復および進行性変化への看護
　児との関係確立・育児にかかわる看護
　施設退院後の看護

　産褥経過
　褥婦のアセスメントと看護

Ⅳ.褥婦と家族の看護

Ⅴ.新生児期における看護

　新生児の生理
　新生児のアセスメントと看護

生命の誕生（正常な妊娠・分娩・産褥・新生児の経過）

専門分野

母性看護学援助論Ⅰ

１　単位

　　花原　千尋　・　藤井　智子 　

妊娠・分娩・産褥・新生児期における母性の特徴を理解し、対象に応じた看護の方法を学ぶ。


